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は
じ
め
に

本
総
特
集
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
い
う
新
た
な

潮
流
の
な
か
で
、『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
』
を
扱
う
地
域
研
究

者
の
最
前
線
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
地
域
概

念
の
再
編
、
方
法
論
的
課
題
に
つ
い
て
も
議
論
」（
九
頁
）
す
る
も

の
で
あ
る
。
本
総
特
集
は
、「
日
本
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
の
受
容
と
地
域
研
究
」
と
題
す
る
座
談
会
、
そ
し
て
第
一

部
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
と
地
域
研
究
」、
第
二
部
「
東
南
ア

ジ
ア
を
め
ぐ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
と
地
域
研
究
」
の
三
つ
の

部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

評
者
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
は
、
大
阪
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
以
下
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
）
の
活
動
や
経
験
を

踏
ま
え
て
、
本
総
特
集
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｇ

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
は
、
大
阪
大
学
の
国
際
化
を
担
う
た
め
に
設
立
さ
れ
た

部
局
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
の
発
足
以
来
、
人
間
の
安
全
保
障
や
グ

ロ
ー
バ
ル
共
生
な
ど
の
地
球
規
模
の
課
題
、
す
な
わ
ち
グ
ロ
ー
バ

ル
・
イ
シ
ュ
ー
に
対
し
、
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
教
育
お
よ
び
実
践

的
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
評
者
が
か
か
わ
っ
た
活
動
の
経
験
に
基
づ

い
て
、
本
稿
で
は
こ
の
総
特
集
に
対
し
て
三
つ
の
点
か
ら
コ
メ
ン
ト

を
行
い
た
い
。

な
お
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
本
稿
は
評
者
の
個
人
的
見

解
で
あ
り
、
所
属
す
る
組
織
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
念

の
た
め
付
記
し
て
お
く
。

総
特
集「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
を
読
ん
で

福
田
州
平

『
地
域
研
究
』一
四
巻
一
号  

特
集
へ
の
コ
メ
ン
ト
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Ⅰ
転
換
期
に
あ
る
知
と
大
学

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
い
う
新
た
な
知
の
領
域
が
要
請

さ
れ
、
大
学
も
そ
れ
に
応
え
る
形
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
ま
た
、
い
く
つ
か
の
大
学
で
、「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
を
冠
す
る
研
究
科
、
学
部
、
学
科
が
設
置
さ

れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
座
談
会
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
地
域
研
究
と
は
関
係
な
く
、
英
語
力
の
強
化
や
英
語
で
授
業
を

す
る
こ
と
を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
と
称
し
て
い
る
場

合
が
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
ま
た
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
」
を
冠
し
た
研
究
科
な
ど
の
「
中
身
の
ワ
イ
ン
が
ほ
ん
と
う
に
変

わ
っ
て
い
る
の
か
」（
四
五
頁
）
と
い
っ
た
懸
念
は
、
ど
う
し
て
も

つ
い
て
回
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
を

め
ぐ
る
事
態
の
背
景
と
し
て
、
現
在
、
知
と
大
学
が
転
換
期
に
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
案
が
提
起
さ
れ
、
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
う
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
」
は
転
換
期
の
落
と
し
子
の
一
人
で
あ
る
。

一
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
フ
ン
ボ
ル
ト
の
改
革
以
来
、〈
教
育
＋
研

究
〉
が
、
近
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
各
国
に
よ
り
そ
の
濃
淡
は

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
学
の
在
り
方
を
規
定
し
て
き
た
。
こ
れ

を
、
と
り
あ
え
ず
フ
ン
ボ
ル
ト
・
モ
デ
ル
と
呼
ぼ
う
。
フ
ン
ボ
ル

ト
・
モ
デ
ル
は
、
近
代
以
来
、
政
財
界
の
要
請
を
受
け
て
、
う
ま
く

対
応
し
て
き
た
す
ぐ
れ
た
大
学
モ
デ
ル
だ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
在
の
大
学
の
議
論
に
お
け
る
百
家
争
鳴
の
状
況
は
、
フ

ン
ボ
ル
ト
・
モ
デ
ル
の
史
的
終
焉
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
我
々
は
、〈
フ
ン
ボ
ル
ト
・

モ
デ
ル
＋
α
〉
を
模
索
し
て
い
る
最
中
な
の
で
あ
ろ
う
。

〈
フ
ン
ボ
ル
ト
・
モ
デ
ル
＋
α
〉
は
、
近
代
国
家
に
回
収
さ
れ
な

い
人
々
の
つ
な
が
り
を
生
む
公
共
圏
へ
の
寄
与
に
か
か
っ
て
い
る
。

す
で
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
で
、
近
代
国
家
に
回
収
さ
れ
な
い

発
想
の
転
換
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
安
全
保
障
論
で
は
、

安
全
保
障
政
策
が
近
代
国
家
に
回
収
さ
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
の
に

対
し
、
人
々
の
日
常
空
間
の
安
全
に
目
を
向
け
た
人
間
の
安
全
保
障

が
提
唱
さ
れ
て
、
は
や
二
〇
年
が
た
つ
。
人
間
の
安
全
保
障
は
、
近

代
国
家
に
限
定
さ
れ
て
い
た
安
全
認
識
か
ら
、
新
た
な
認
識
を
切
り

開
く
こ
と
に
貢
献
し
て
き
た
。
い
ま
こ
そ
、
大
学
そ
れ
自
体
が
、
近

代
国
家
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
公
共
圏
創
設
に
寄
与
す
る
新
た
な
立

脚
点
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
を
考

え
る
と
き
も
、
そ
の
知
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
近
代
国
家
の
認
識
空
間

を
開
き
、
新
た
な
公
共
圏
を
作
る
こ
と
に
寄
与
す
る
＋
α
に
貢
献
で

き
る
か
が
問
わ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
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Ⅱ
教
育
・
実
践
・
実
践
の
三
輪
車

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
の
活
動
を
通
じ
て
痛
感
す
る
こ
と
は
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
と
い
う
と
海
外
に
出
て
な
に
か
す
る
こ
と
だ
と
考
え
る
人
が
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
の
誤
り
」
で
あ
り
、「
海
外
に
出
て

い
っ
て
、
英
語
で
ペ
ラ
ペ
ラ
喋
る
と
い
う
話
で
は
な
い
」（
四
九
頁
）

と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
地
に
足
の
つ
い
た
知
の
営
み
が
、
昨
今
言
わ

れ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
の
育
成
に
求
め
ら
れ
る
と
、
評
者
は
考

え
て
い
る
。

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
で
は
、〈
教
育
＋
研
究
〉
に
「
実
践
」
を
加
え
て
、

こ
れ
ま
で
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
実
践
の
舞
台
、
す
な
わ
ち
新
た
な

公
共
圏
へ
寄
与
す
る
足
掛
か
り
を
、「
頭
上
」
で
は
な
く
、「
足
も

と
」
に
求
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
の
活
動
の
一
例

を
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
い
。

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
公
共
団
体
で
、
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
外
国

人
移
住
者
が
増
え
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ

子
ど
も
た
ち
が
、
満
足
な
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
な
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
で
は
、
吹
田
市
国
際
交
流
協
会
と

と
も
に
、
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
「
ハ
ロ
ハ
ロ

Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ
」
を
二
〇
一
一
年
に
立
ち
上
げ
た
（
ハ
ロ
ハ
ロ
と

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
で
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
の
意
）。
そ
の
試
み
は
、
小

さ
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
学
習
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
た
ち
の
「
居
場
所
」
を
提
供
す
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
る
。
ハ
ロ

ハ
ロ
Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ
で
は
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
と
な
っ
て
子

ど
も
た
ち
へ
の
学
習
支
援
を
行
い
、
吹
田
市
国
際
交
流
協
会
の
ス

タ
ッ
フ
が
運
営
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

担
当
教
員
が
、
適
宜
、
運
営
に
協
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
事
業

を
、
教
育
に
結
び
つ
け
る
試
み
も
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
行
わ

れ
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
ル
共
生
に
関
す
る
研
究
お
よ
び
教
育
に
、
実
践

活
動
が
結
び
つ
く
形
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
大
学
の
新
た
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
、
評
者
は
「
実
践
」
と
い
う
タ
ー
ム
の
重
要
さ
を
再
認
識
し
た
。

す
な
わ
ち
、〈
フ
ン
ボ
ル
ト
・
モ
デ
ル
＋
実
践
〉
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
新
た
な
公
共
圏
の
創
設
に
向
け
た
大
学
の
あ
り
か
た
と
し
て
、

十
分
に
あ
り
う
る
形
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
と
も
す
れ

ば
「
頭
上
」
に
目
が
行
き
が
ち
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に

お
い
て
も
、「
足
も
と
」
で
の
実
践
的
活
動
は
重
要
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
教
育
・
研
究
・
実
践
の
三
輪
車
は
、
車
輪
が
ど
れ
か
一
つ
欠

け
て
も
運
転
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
を
う
ま
く
運
転
し

て
い
く
工
夫
な
い
し
は
仕
組
み
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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Ⅲ
現
地
で
の
学
び

―
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ

本
総
特
集
の
諸
論
文
は
、
い
ず
れ
も
現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
お
い
て
は
、
幡
谷
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
所
与
の
解
釈
で

限
定
さ
れ
た
主
流
概
念
か
ら
離
れ
、
個
々
の
ロ
ー
カ
ル
な
文
脈
、
地

域
社
会
の
文
化
、
歴
史
、
価
値
の
も
と
で
当
該
概
念
を
再
構
築
す
る

こ
と
が
肝
要
」（
九
七
頁
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
研
究
の
み
な
ら

ず
、
海
外
体
験
型
の
教
育
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
、
評
者
は
考

え
る
。

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
で
は
、
海
外
で
の
実
地
体
験
型
学
習
と
実
践
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
海
外
体
験
型
企
画
オ
フ
ィ
ス

（
Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ｏ
）」
を
二
〇
一
〇
年
八
月
に
設
置
し
、
海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
な
ど
を
、
学
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
部
局
と
協
力
し
な
が
ら
、
企
画
・
実
施
し
て
い
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
教
育
面
を
考
え
る
上
で
、
海
外
体
験

型
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
、
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
が
二
〇
一
三
年
八
月
に
モ
ン
ゴ
ル
で
実
施
し

た
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
を
、
海
外
体
験
型
教
育
の
一
例
と
し

て
こ
こ
で
紹
介
し
た
い
。

本
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
で
は
、
参
加
し
た
学
生
た
ち
が
遊

牧
生
活
の
持
続
性
（
環
境
問
題
）、
開
発
、
そ
し
て
都
市
空
間
に
関

し
て
調
査
・
考
察
し
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
。
そ
の
報
告
書
は
、

日
本
語
で
執
筆
さ
れ
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
語
に
も
翻
訳
し
、
現
地
へ
の

還
元
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
一
〇
日
間
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
な

か
で
、
学
生
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
自
分
の
先
入
観
が
壊
さ
れ
て
い
く

体
験
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
を
発
展
途
上
国
だ
と
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
た
あ
る
学
生
は
、
近
代
的
な
ビ
ル
が
林
立
す
る
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
の
光
景
を
見
て
、「
こ
ん
な
に
開
発
が
進
ん
で
い
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
か
ら
西
に
約
四
〇
〇
キ
ロ
離
れ
た
調
査
地
に
車
で
向
か

う
途
中
、
舗
装
道
路
か
ら
草
原
へ
と
道
が
変
わ
っ
た
が
、
そ
の
と

き
、「
舗
装
道
路
に
戻
れ
る
の
か
？
」
と
不
安
を
抱
く
よ
う
な
言
葉

を
発
し
た
学
生
も
い
た
。
加
え
て
、
学
生
が
先
進
国
／
発
展
途
上
国

と
い
っ
た
二
分
法
を
安
易
に
持
ち
出
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

は
、
各
個
人
が
も
つ
先
入
観
の
問
題
で
あ
る
。
先
入
観
は
、
本
来
多

様
で
あ
る
地
域
を
他
の
地
域
と
の
つ
な
が
り
か
ら
切
り
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
を
均
一
の
存
在
と
し
て
捉
え
て
し
ま
い
か
ね
な
い
（
大
阪
大
学

GLCO
O
L FIELD
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二
〇
一
四
）。

現
地
で
学
ぶ
効
用
は
、
こ
う
し
た
先
入
観
を
一
度
崩
し
て
、
ロ
ー

カ
ル
な
文
脈
に
沿
っ
た
新
た
な
考
え
方
で
対
象
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
く
必
要
性
を
自
然
と
悟
り
、
行
動
に
移
せ
る
点
に
あ
る
。
本
海
外

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
と
驚
き
を

重
ね
、
思
考
を
せ
き
止
め
る
大
き
な
壁
を
少
し
ず
つ
崩
し
て
い
っ
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た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
お
い
て
も
、
海
外
体
験
型
教

育
は
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
教
育
の
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
、

地
域
研
究
者
の
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。
モ
ン
ゴ
ル
で
の
海
外

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
も
、
同
地
域
を
調
査
地
と
す
る
地
域
研
究
者

を
抜
き
に
成
り
立
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

お
わ
り
に

以
上
、
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
で
の
評
者
の
経
験
を
も
と
に
、
知
と
大
学

が
転
換
期
に
あ
る
こ
と
、
教
育
・
研
究
・
実
践
の
三
輪
車
、
そ
し
て

現
地
で
の
学
び
の
三
点
か
ら
、
総
特
集
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
」
に
対
し
て
簡
単
に
コ
メ
ン
ト
を
記
し
た
。
以
上
の
三
点

か
ら
考
え
る
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
は
、
中
西
論
文
が

指
摘
す
る
、「
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
も
一
つ
の
枠
組
み
で
す
べ
て

対
応
で
き
る
と
い
う
神
話
」（
一
一
八
頁
）
が
、
実
際
に
神
話
に
す

ぎ
な
い
と
、
教
育
、
研
究
、
実
践
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
の
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
重
視
す
る
地
域
研
究
者
が

主
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
期
待
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

◉
参
考
文
献

大
阪
大
学GLO
CO
L FIELD

O

（
二
〇
一
四
）『
二
〇
一
三
年
度　

海
外

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム　

モ
ン
ゴ
ル
「
開
発
と
保
護

―

環
境
保
護
遊
牧
民
組
合
を
作
る
」
報
告
書
』
大
阪
大
学GLO

CO
L

。

◉
著
者
紹
介
◉

①
氏
名
…
…
福
田
州
平（
ふ
く
だ
・
し
ゅ
う
へ
い
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
大
阪
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・

特
任
研
究
員
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
七
四
年
、
群
馬
県
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
国
際
関
係
論
。

⑤
学
歴
…
…
東
海
大
学
文
学
部
北
欧
文
学
科
、
東
京
国
際
大
学
大
学
院
国

際
関
係
学
研
究
科
、
中
部
大
学
大
学
院
国
際
関
係
学
研
究
科
。

⑥
職
歴
…
…
中
部
大
学
人
間
安
全
保
障
研
究
セ
ン
タ
ー
（
研
究
員
、
二
年

二
ヶ
月
）、
中
部
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
嘱
託
事
務
員
、
半
年
）。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
東
ア
ジ
ア
や
北
米
を
中
心
に
、
一
、二
週
間
程
度
の

短
期
滞
在
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

⑧
研
究
手
法
…
…
主
に
文
献
調
査
、
史
料
調
査
。

⑨
所
属
学
会
…
…
日
本
国
際
政
治
学
会
、
日
本
平
和
学
会
、
国
際
文
化
学

会
、
人
間
の
安
全
保
障
学
会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
東
日
本
大
震
災
。
明
治
以
来
の
日
本
の
近
代
化
の

終
焉
を
感
じ
、「
な
ぜ
日
本
は
近
代
化
を
し
て
し
ま
っ
た
の
か
」と
い
う

問
い
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
近
代
化
の
促
進
装
置
の
一
つ
だ
っ
た
博
覧

会
に
着
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
武
者
小
路
公
秀『
人
間
安
全
保
障
論
序
説
』（
国
際
書
院
、

二
〇
〇
三
年
）。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
を
考
え
る
上
で
、
非
常
に

示
唆
的
な
本
で
あ
る
。




